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　試瞼を行つてみた．部ち最大の危陰と思われている上

　記のような厭態で筆者が砲のハンドルを握り，ブリヅ

　ヂでスイッチを入れてもらつた．スイッチを入れると

　ヒュ・一一・ズが大きな音をたててとぶ．しかし手にはなん

　の刺戟も感じない．つぎに砲手と一所に握つて同じよ

　うにヒュP・・一ズをとばす．もちろんなんとも感じないこ

　とを確認させる．il）つとも，砲の・・ンド・レと砲台との

　問は念のため太いフレキシブルな銅線を，砲の操作に

　はいささかの支障もな）・タうな位置にハンダづけをし

　てお〉・た．また鈷と海水との接鯛抵抗を測定するため

　に，鈷を海中に吊して電流を通す實験をするとき，海

　水で濡れたロープを船員に握らせて何等の刺戟電感じ

　ないことも確かめさせた．これは實は馬鹿げたことの

　様に思うであろう．しかし現實の問題としてこれだけ

　のことをやつておくことが是非と亀必要であり，また
2
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實際にそのことがそれから後の仕事の上に大いに効果　・

があったと思われた．はじめて捕鯨無に乗つてみて，　d

當面の電氣鈷の他にいろいろな面で技術研究者との密

接タ協同が要請されることを痛感した．それらについ

ては改めて書いてみたいと思う．

　i乗船中は試験委員長岩本千代馬氏かち豊富な経験に．，

もとずく有益な教示を受け，鈴木正治船長兼砲手以下

船員諸君，また日水の松井叉司君は初めて船に乗つた　，

筆者のため誠意のある面倒をみて下さったり，大田賢

治君にはいろいろ測定爾手傳をしていただいたので，

以上の諸氏に厚く御禮を述べる次第である．

　なおこの試験は11月まで引きつずき實施されるは

ずであるが，さらに正碓な費料がたくさん集められて

行くことに大きな期待をもつてv・る．（1949・10・5，慮’

物・ZF田森三）
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　　　　　　　　　　「スラッグ」成分の

国国匪■活量求める試み．
　　　　　　　　　松下幸雄・坂上六郎（冶金）

　製鋼操作において，その全過程を通じて，スラッグ

成分としての（FeO）のスラヅグーメタル反磨に封す

る役割はきわめて大きいが，熔融欺態においてこの
（FcO）の申の果して幾何の量が實際反磨に關輿してい

るか．この　（FeO）の活量を求めることな現在種々の

方面から解決が試みられているが，本實瞼ではこれを

可逆電池の起電力から電氣化學的に測定しようとした

亀のである．

　活量測定角電池と・してはダ嵩エル型，二重電池等を

RorenzやH三edebrandが熔融盛め揚合に使用してい

尤高温言
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た．なおこの測定値にはFe－Si　Cの熱起電力が加算さ
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　　　　　　　　第3圖
電力の關係，第4圖は一定温度の下での起電力飽和の

模様を示した亀のである．第3圖に見るようlfu　FcO％

れているか

ら，實際の

電池の起電

力を求める

にはこれを

差引かねば

ならない．

　測定結果
の一一一・，二を

畢げると第

3圖，第4
圖の通りで

ある．第3

圖は下記の

成分のもの

の温度一起

　　　　　　　　　　第1圖　　　　、

　るが，スラッグのような珪酸慶では高温の實験の爲副

　反慮が匙電力に影響してくるので使わない方がよい．

　　　　　　　　　　　　　　測定に選んだのは氏0

　　　　　　　　　　　　鳥一S二〇，，二元系で，第1圖

　　　　　　　　　　　　　　のように可蓮電池の極と

　　　　　　　　　　　　　　してほFeとエレマ（S三C）

　　　　　　　　　　　　　　を使つた，サンプルは，

t　　　　　約7°9・巌ルツボ中で・
・　　　　　　　　　　　　　FeOの酸化を妨ぐために

　　　　　　　　　　　　　　COガスを通しっっ「タ

　　　　　　第2圖、　　ンマン」燈で熔解し・こ
　れに電樺を挿入し各温度にっいてそρ起電力を測定し

　た．測定には第2圖のような12A眞空管電塵計を使つ
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　　　　　　一噸［藩閻rmin，

　　　　　　第4圖’
するものと思われ，スラヅグ申のF、O含量が高くなれ
ばなるほど起電反慮でFeを析出しようとするカカ：大
となつて起電力は増えてゆく．起電力の方向はFe十，
Sic一である．起電反慮の機構と活量計算の詳細及び
CaO，　MgO等他のzラッグ成分の影響につv・ては邉
つて登表する豫定である・（1949・9・12）

が」曾加するにつれて

各温度で起電力が増

大している實験結果

’を綜合してみると定

性的に起電反慮が可

逆的ならば熔融スラ

ッグからFeを析禺
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